
GISの活用方法の例

本マニュアルでは、⼈⼝や施設等の地図上での分析を⾏う際に最低限必要になると考えられる操作について、操作の⽅法例を紹介する。

また、本マニュアルは2020年12⽉時点で「⻑期リリースリポジトリ（最も安定）」として公開されていた、「QGIS 3.10.12」を使⽤して作成している。

なお、国⼟交通省からQGISの操作マニュアルが公開されているため、必要な場合は併せて参照されたい。
「QGIS操作マニュアル」（2020年11⽉）https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/other/QGIS_manual.pdf
「GIS・地理空間情報活⽤への取組」（2014年4⽉）https://www.mlit.go.jp/kokudoseisaku/kokudoseisaku_tk1_000040.html
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⽬次
０．QGISアプリケーションのダウンロード

0-1．QGISアプリケーションのダウンロード⽅法
0-2．QGISアプリケーションの画⾯各部の名称と機能

１．⾏政区域（市町村の境界）のダウンロード・描画⽅法
1-1．国⼟数値情報からの⾏政区域のダウンロード⽅法
1-2．ダウンロードした⾏政区域の描画⽅法
1-3．特定の市町村のレイアウトのみ抽出する⽅法
1-4．⾏政区域の座標参照系を変更する⽅法

２．メッシュ⼈⼝データのダウンロード・描画⽅法
2-1．メッシュ⼈⼝データのダウンロード⽅法
2-2．ダウンロードしたメッシュ⼈⼝データの描画⽅法
2-3．基準年の⼈⼝を算出・描画する⽅法
2-4．基準年間の⼈⼝変化率を算出・描画する⽅法

３．施設位置を⽰すポイントデータのダウンロード・描画⽅法
3-1．鉄道路線・駅、バス停留所のデータをダウンロードする⽅法
3-2．鉄道路線・駅のデータを描画する⽅法
3-3．バス停留所のデータを描画する⽅法

４．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
4-1．ポイントデータの座標参照系を変更する⽅法
4-2．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法

５．完成例

６．参考例
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０．QGISアプリケーションのダウンロード
0-1．QGISアプリケーションのダウンロード⽅法

参考情報

（1）インターネットからQGISのダウンロードページ
（https://qgis.org/ja/site/forusers/download.html）にアクセスし、分析に使⽤するPCのOSと
⼀致するプルダウンメニューをクリックWindows版を選択する

※今回はWindows版を
使⽤

QGISのアプリケーションはインターネットから無料でインストールすることができる。
本章ではアプリケーションのインストール⼿順を⽰す。
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０．QGISアプリケーションのダウンロード
0-1．QGISアプリケーションのダウンロード⽅法

参考情報

QGISには「最新リリース」版と「⻑期リリース」版がある。
今回は機能が安定している「⻑期リリース」版を使⽤す
る。

使⽤するPCのOSがWindows10の場合、ビット数は
下記の⼿順でクリックすることで確認できる。
「スタート」ボタン
>「設定」
>「システム」
>「バージョン情報」
→「システムの種類」にビット数が記載されている。

（3）「⻑期リリース」版のうち、分析に使⽤するPCと同じビット数のバージョンをクリックする

（4）ダウンロードしたexeファイルをPC上の任意の場所に保存する（ダウンロード時間︓約15分）

※いずれかを選択しクリック
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０．QGISアプリケーションのダウンロード
0-1．QGISアプリケーションのダウンロード⽅法

参考情報（5）ダウンロードしたexeファイルをダブルクリックし、起動する

（6）起動したセットアップウィザードの案内に従い、「次へ」をクリックする
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０．QGISアプリケーションのダウンロード
0-1．QGISアプリケーションのダウンロード⽅法

参考情報（7）ライセンス契約書の内容に問題がない場合は「同意する」をクリックする

（8）インストール先フォルダを確認し、「次へ」をクリックする

※基本的には既定の場所で問題
ないと考えられるが、仮に保存場
所を変更する場合はセットアップ
ウィザードの記載に従い変更する。
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０．QGISアプリケーションのダウンロード
0-1．QGISアプリケーションのダウンロード⽅法

参考情報（9）インストールするコンポーネントは初期設定（「QGIS」のみ選択されている状態）のままで問題ない
ため、「インストール」ボタンをクリックする

（10）インストールが完了し下記の画⾯が表⽰されたら、「完了」をクリックする
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０．QGISアプリケーションのダウンロード
0-1．QGISアプリケーションのダウンロード⽅法

参考情報（11）「スタート」ボタンをクリックし、「QGIS 3.10」の中から「QGIS Desktop 3.10.12」をクリックする

（12）QGISのアプリケーションが正常に起動することを確認する

デスクトップに表⽰されるアイコンを
ダブルクリックし、同様のファイルを
ダブルクリックすることでも起動可能
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０．QGISアプリケーションのダウンロード
0-2．QGISアプリケーションの画⾯各部の名称と機能

参考情報（1）画⾯各部の名称と機能（初期設定画⾯）

ツールバー

マップ表⽰部

レイヤパネル

ブラウザパネル

各部の名称 機能

ツールバー QGISで読み込んだ地図データや統計データに対して、描画設定や解析を⾏う際
に使⽤する

ブラウザパネル QGISに読み込むデータを選択する際に使⽤する

レイヤパネル QGISに読み込まれたデータのファイル名が表⽰される。ファイルの順番を並び替え
たり、アイコンの⾊を変更する時等に使⽤する

マップ表⽰部 QGISに読み込まれたデータが描画される

左記画⾯は初期設定時のものであり、毎起動時に
同じ表⽰になるわけではない。

⾃治体のインターネット環境（LGWAN）の場合、
ブラウザパネルのブラウザ機能（インターネット上にある
データ（地図データ等）をダウンロードせず、直接
QGISに描画する機能）は原則使⽤できない。

ツールバー、パネル、マップ表⽰部は利⽤者によるカス
タマイズで変更できる。
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GISの活用方法の例

1．⾏政区域（市町村の境界）のインポート・描画⽅法
1-1．国⼟数値情報からの⾏政区域のダウンロード⽅法

参考情報

（1）インターネットから「国⼟数値情報ダウンロード」（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）にアクセスする

※データ形式は
「GML（JPGIS2.1）
シェープファイル」
を選択する

（2）「2.政策区域」の中から「⾏政区域」を探し、クリックする

本章では、「国⼟数値情報ダウンロード」（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）から
⾏政区域をダウンロードする⽅法を紹介する。

「国⼟数値情報ダウンロード」からは、以下のような
データをダウンロード可能
①国⼟（⽔・⼟地）
②政策域→⾏政区域、学区や医療圏等
③地域→インフラ、教育、医療施設等
④交通→バス、鉄道等
⑤各種統計→500mメッシュ別将来⼈⼝予測
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GISの活用方法の例

1．⾏政区域（市町村の境界）のインポート・描画⽅法
1-1．国⼟数値情報からの⾏政区域のダウンロード⽅法

参考情報（3）ダウンロードしたいデータの都道府県をクリックする

（4）任意のデータの作成年度を選択し、ページ右側のダウンロードボタンをクリックする

※今回は「秦野市」のデー
タをダウンロードしたいので、
「神奈川県」を選択

※ダウンロードを確認する
ポップアップが表⽰された
場合は「OK」をクリック
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GISの活用方法の例

1．⾏政区域（市町村の境界）のインポート・描画⽅法
1-1．国⼟数値情報からの⾏政区域のダウンロード⽅法

参考情報

ファイルの保存場所が分からなくなってしまう事態を
避けるため、デスクトップ上にQGIS⽤のデータを保存
する専⽤のファイルを作成することを推奨する。

ダウンロードしたファイルをフォルダの階層が深い場所に
置いていると、QGISで正常に読み込めない場合があ
る。可能な限り浅い場所に置くことを推奨する。

ファイルの圧縮・展開ソフトを保有していない場合は、
専⽤ソフトをダウンロードする必要がある。
国⼟交通省のQGISマニュアル（P9）では、無償で
利⽤できる【7－Zip】の利⽤を推奨している。
【7－Zip】ダウンロードページ︓
https://sevenzip.osdn.jp/download.html

参考︓QGIS操作マニュアル（国⼟交通省）
https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/other/QGIS_ma
nual.pdf

（5）PC上の任意の場所にダウンロードしたZIPファイルを保存する

（6）ダウンロードしたZipファイルを解凍しておく

※ダウンロードしたファイル⼀式は同じフォルダ内に
置いておく必要がある
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参考情報

ダウンロードしたデータをデスクトップ上のフォルダに保存
した場合、ブラウザパネル上で
「ホーム」>「Desktop」
の順に選択することで当該フォルダを表⽰することがで
きる

（1）本章の【0-（11）】の⼿順に従ってQGISのアプリケーションを開き、ブラウザパネルから描画するデータ
を選択する

1．⾏政区域（市町村の境界）のインポート・描画⽅法
1-2．ダウンロードした⾏政区域の描画⽅法

※拡張⼦が「.shp」のファイルを選択

（2）分析の⽬的に応じてデータの形式を選択し、右下の「OK」ボタンをクリックする

※今回は
「Inverse of JGD2000 to 
JGD2011（２）＋JGD2000 
to WGS84（１）」
を選択する。

シェープファイルセットに座標系オプションセット
（.prj / qpj）が同封されている場合は座標参照系
の選択は不要（既定の座標参照系でよい）。
同封されていない場合は分析を⾏う⾃治体が属する
平⾯直⾓座標系またはWGS84のいずれかを選択す
る必要がある。

なお、分析を⾏う⾃治体がどの平⾯直⾓座標系に属
するかは国⼟地理院の下記Webサイトを参照のこと。
https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.ht
ml

測地系（投影座標系（平⾯直⾓座標系等）や地
理座標系（JGD2011等））については国⼟地理
院の下記Webサイトにて解説されているため、必要な
場合は参照のこと。
https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/datum
-main.html#p7
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参考情報

枠線および塗りつぶしの⾊は⾃動で設定されるため、
利⽤者ごとに⾊が異なる。

（3）マップ表⽰部に神奈川県の⾏政区域マップが表⽰された

1．⾏政区域（市町村の境界）のインポート・描画⽅法
1-2．ダウンロードした⾏政区域の描画⽅法
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参考情報（4）今後マップ上に表⽰する情報を⾒やすくするため、マップの⾊を変更する。レイヤパネルに表⽰されている
データのファイル名（レイヤ名）をダブルクリックする

1．⾏政区域（市町村の境界）のインポート・描画⽅法
1-2．ダウンロードした⾏政区域の描画⽅法

（5）ポップアップ左のメニューの中の「シンボロジ」をクリックし、「⾊」のアイコンの右側の▼をクリックして
プルダウンメニューを表⽰し、⽩をクリックした後、ポップアップ右下のOKをクリックする
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参考情報（6）マップ表⽰部に表⽰されている神奈川県の⾏政区域マップが⽩地図に変更された

1．⾏政区域（市町村の境界）のインポート・描画⽅法
1-2．ダウンロードした⾏政区域の描画⽅法
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参考情報

市町村内のデータを切り出す操作は必ずしも必要なも
のではなく、県域データを描画した上で拡⼤表⽰すれ
ば事⾜りる場合が多い。

市町村内のデータを切り出すことなく操作を進める
場合には、「1-4．⾏政区域の座標参照系を変更す
る⽅法」の⼿順（1）に進むこと。

マップに描画する範囲を選択する⽅法は下記2通り
①マウスを⽤いた選択
②検索機能を⽤いた選択

②を⽤いた検索⽅法は「６．参考例」の参考情報欄
で簡単に説明しているため、必要な場合は併せて
参照されたい。

今回は神奈川県秦野市を分析対象とするため、（9）のマップの中から秦野市を抽出する必要がある。マップ
に表⽰されているデータのうち⼀部を抽出する⽅法は2種類存在するが、今回はそのうちマウスを使って⽐較的
直感的に操作できる⽅法を紹介する

1．⾏政区域（市町村の境界）のインポート・描画⽅法
1-3．特定の市町村のレイアウトのみ抽出する⽅法

（1）ツールバーの中から「シングルクリックによる地物選択」アイコンを探し、アイコンの右側の▼をクリックしてプ
ルダウンメニューを表⽰し、「地物の選択」をクリックする

（2）マウスのカーソルが変わった状態で選択したい地物（今回は秦野市）を選択すると、選択された
範囲が⻩⾊く表⽰される

※複数の地物（ここでは市町村）を
選択したい場合は、「Shift」キーを
押しながら選択する
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参考情報

ファイル名設定時にエラーが表⽰される場合は、ファイ
ル名を半⾓英数字を⽤いて⼊⼒すると解消される
場合がある。

（3）レイヤパネルに表⽰されているデータのファイル名（レイヤ名）を右クリックし、メニューの中から「エクス
ポート」>「選択地物の保存」の順番でクリックする

1．⾏政区域（市町村の境界）のインポート・描画⽅法
1-3．特定の市町村のレイアウトのみ抽出する⽅法

（4）データの内容が分かりやすいファイル名を記⼊し、「OK」を選択する

※レイヤ名にはファイル名に⼊⼒した
ものと同じ⽂字列が⾃動で⼊⼒される
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参考情報（5）秦野市の⾏政区域のデータを別ファイルとして切り出すことに成功した

1．⾏政区域（市町村の境界）のインポート・描画⽅法
1-3．特定の市町村のレイアウトのみ抽出する⽅法

（6）なお、神奈川県全域のデータのレイヤ名の左のチェックボックスを外すことで、秦野市の⾏政区域のみを
表⽰させることができる。以降はこのデータを主に使⽤する

※チェックを外す ※秦野市のみ表⽰された

（7）神奈川県全域の⾏政区域と同様、図を⽩塗りにしておく。⽩塗りの⽅法は本マニュアルの
1-2.（4）〜（6）を参照のこと。以降はこのデータを主に使⽤する 19
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参考情報

より広域のデータを分析する場合は、対象地域の
緯度・経度によって選択すべき座標系が異なる。

測地系（投影座標系（平⾯直⾓座標系等）や地
理座標系（JGD2011等））については国⼟地理
院の下記Webサイトにて解説されているため、必要な
場合は参照のこと。
https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/datum
-main.html#p7

平⾯直⾓座標系は地域ごとに計19種類定義されて
いる。下記の国⼟地理院のリンクを参照し、分析対象
となる地域にどの平⾯直⾓座標系が適⽤されるのか確
認してほしい。
（秦野市を含む神奈川県はIX（9）系が適⽤され
るため、左の説明では「JGD2011/Japan Plane 
Rectangular CS IX」を選択している。）

https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.ht
ml

地図を可能な限り正確に描画するために、使⽤する座標系を変更する必要がある場合がある。今回は市町
村単位など⽐較的狭い地域の分析を⾏う際に適した「平⾯直⾓座標系」を使⽤する。

1．⾏政区域（市町村の境界）のインポート・描画⽅法
1-4．⾏政区域の座標参照系を変更する⽅法

（2）表⽰された「プロジェクトプロパティ」ポップアップのメニューから「座標参照系」を選択する。
フィルターに「JGD2011」と⼊⼒し、「あらかじめ定義されたCRS」窓の中から
【JGD2011/Japan Plane Rectangular CS IX】を選択し、「OK」ボタンを押下する

※地域によって選択すべき
座標系が異なる。詳細は
右記参照。

（1）画⾯右下の地球儀の形をしたアイコンをクリックする
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参考情報

変更前（JGD2011）では緯度・経度に基づいて
描画されている（地理座標系）のに対して、変更後
（平⾯直⾓座標系）では地球の球⾯を平⾯に投影
した際の基準点からの位置・⽅向・距離に基づいて
描画されているため、このような違いが⽣じる。

（3）座標系の変更前と変更後のマップを並べると下記の通り。変更後の⽅がやや縦⻑になっていることが
分かる

1．⾏政区域（市町村の境界）のインポート・描画⽅法
1-4．⾏政区域の座標参照系を変更する⽅法

変更前 変更後
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参考情報
⼈⼝データを町丁・字別で分析する場合、国⼟技術
政策総合研究所がインターネット上で公表している
「将来⼈⼝・世帯予測ツールV2」から⾏政区域、
推計⼈⼝データを取得する必要がある。

なお、上記Webサイトからデータをダウンロードした
場合には、QGISを⽤いた当該データの描画⽅法の
マニュアルが併せて格納されているため、そちらを参照
することを推奨する。

（1）インターネットから「国⼟数値情報ダウンロード」（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）にアクセスする

※データ形式は
「GML（JPGIS2.1）
シェープファイル」
を選択する

（2）「5.各種統計 」の中から「500mメッシュ別将来推計⼈⼝（H30国政局推計）」を探し、クリックする

本章では、「国⼟数値情報ダウンロード」（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）からメッシュ⼈⼝データを
ダウンロードする⽅法を紹介する。

２．メッシュ⼈⼝データのダウンロード・描画⽅法
2-1．メッシュ⼈⼝データのダウンロード⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（3）ダウンロードしたいデータの都道府県をクリックする

（4）⽬的の都道府県を⾒つけた後、ページ右側のダウンロードボタンをクリックする

※今回は「秦野市」のデー
タをダウンロードしたいので、
「神奈川県」を選択

※ダウンロードを確認する
ポップアップが表⽰された
場合は「OK」をクリック

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-1．メッシュ⼈⼝データのダウンロード⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（5）PC上の任意の場所にダウンロードしたZIPファイルを保存する

（6）ダウンロードしたZipファイルを解凍しておく

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-1．メッシュ⼈⼝データのダウンロード⽅法
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GISの活用方法の例

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-2．ダウンロードしたメッシュ⼈⼝データの描画⽅法

参考情報（1）QGISを起動し、ブラウザパネルの中からメッシュデータを選択する

（2）座標は既定のもの（精度1m）を選択し、「OK」ボタンをクリックする
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GISの活用方法の例

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-2．ダウンロードしたメッシュ⼈⼝データの描画⽅法

参考情報

市町村内のデータを切り出す操作は必ずしも必要なも
のではなく、県域データを描画した上で拡⼤表⽰すれ
ば事⾜りる場合が多い。

市町村内のデータを切り出すことなく操作を進める
場合には、「2-3．基準年の⼈⼝を算出・描画する⽅
法」の⼿順（1）に進むこと。

（3）神奈川県全体の500mメッシュ⼈⼝データが描画された

（4）現在のままでは⾒えにくいため、秦野市のメッシュ⼈⼝データのみ抽出する。メニューバーの中から
「ベクタ」>「調査ツール」>「場所による選択」の順でクリックする
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GISの活用方法の例

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-2．ダウンロードしたメッシュ⼈⼝データの描画⽅法

参考情報（5）「選択する地物のレイヤ」でメッシュ⼈⼝データを、「⽐較対象の地物のあるレイヤ」で秦野市の⾏政区
域を選択する。また「空間的関係」で「重なる」と「範囲内」にチェックを⼊れる。操作が終了したら「実⾏」ボタン
をクリックする

（6）秦野市と重なり合うメッシュのみ選択された。（⻩⾊く塗りつぶされた部分）
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GISの活用方法の例

参考情報（7）選択したメッシュ⼈⼝データを保存する。レイヤパネルに表⽰されているデータのファイル名（レイヤ名）
を右クリックし、メニューの中から「エクスポート」>「選択地物の保存」の順番でクリックする

（8）データの内容が分かりやすいファイル名を記⼊し、「OK」を選択する

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-2．ダウンロードしたメッシュ⼈⼝データの描画⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（9）秦野市の⾏政区域と重なるメッシュ⼈⼝データのみ切り出すことに成功した

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-2．ダウンロードしたメッシュ⼈⼝データの描画⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報QGISでは、2つの基準年間のデータの変化を計算し、描画することができる。本節では2040年の⾼齢者
（65歳以上）⼈⼝をメッシュ別に計算し、描画する⽅法を紹介する。

（1）レイヤパネルの中のメッシュ⼈⼝を⽰すデータ名を右クリックし、表⽰されたメニューの中から
「レイヤの複製」を選択する

（2）メッシュ⼈⼝のデータが複製された

※複製されたデータ

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-3．基準年の⼈⼝を算出・描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報
国⼟数値情報からダウンロードしたデータには、複数の
データ項⽬が格納されており、分析の⽬的に応じて選
択することができる。格納されているデータ項⽬⼀覧は
ダウンロードページのリンクから確認することができる。

データ項⽬の例︓

（3）コピーしたメッシュ⼈⼝データのデータ名をダブルクリックして「レイヤプロパティ」を表⽰する。
「シンボロジ」メニューの⼀番上のプルダウンメニューを開き、「連続値による定義（graduated）」を選択する

（4）「値」の右側にある「▼」ボタンでプルダウンメニューを開き、リストから「PTC_2040」を選択する

※ダブルクリック

※プルダウンメニューを開き、
「連続値による定義
（graduated）」を選択

※クリック

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-3．基準年の⼈⼝を算出・描画する⽅法

2015年（男⼥計） PTN_2015

2015年（男性） PMN_2015

2015年（⼥性） PFN_2015

2040年（男⼥計） PTN_2040

2040年（男⼥計・0〜14歳） PTA_2040

2040年（男⼥計・15〜64歳） PTB_2040

2040年
（男⼥計・65歳〜・⼈⼝⽐率）

RTC_2040
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GISの活用方法の例

参考情報
今回設定した分類のしきい値は下記の通り
分類①︓⼈⼝<200⼈
分類②︓200⼈<⼈⼝<400⼈
分類③︓400⼈<⼈⼝<600⼈
分類④︓600⼈<⼈⼝<800⼈
分類⑤︓800⼈<⼈⼝<1,000⼈
分類⑥︓1,000⼈<⼈⼝

（5）既定の状態での値の最⼤値と最⼩値を確認した上で、分類⽅法を決定する。
今回は2040年の⾼齢者（65歳以上）⼈⼝をベースに、200⼈刻み、計6分類を作成することとした
（詳細は右記「参考情報」を参照のこと）
（6）「モード」を「丸め間隔（Pretty）」に変更し、「分類数」を6に設定
（7）表⽰された分類の「値」列に表⽰されている各しきい値をダブルクリックして「分類の境界を⼊⼒」ポップ
アップを表⽰し、設定したいしきい値を⼊⼒する（本事例の場合は右記しきい値がアプリによって⾃動で⼊⼒
されていたため変更なし）
（8）変化の傾向が判別しやすいよう、分類の⾊を変更する。「カラーランプ」のプルダウンメニューを開くと、
任意の⾊のグラデーションを選ぶことができる

※「丸め間隔（Pretty） 」に変更 ※▲▼ボタンで「6」に変更

※「カラーランプ」右側のプルダウンで
⾊のグラデーションの設定を変更可能

「カラーランプ」で設定した⾊が表⽰されている部分を
クリックすると、グラデーションの変化の位置や透明度等
のより詳細な設定を⾏うことができる

※操作が完了したら
「OK」をクリック

※必要に応じて修正

表⽰された分類の「凡例」列をダブルクリックして、表⽰
される凡例の記載形式を⾃由に変更することができる。
今回は値が「1,000.00〜1,089.19」の分類を
「1,000 -」と表記するよう変更した。

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-3．基準年の⼈⼝を算出・描画する⽅法

モードの種類 内容
丸め間隔
（Pretty）

キリの良い数字で区切る区分

対数スケール データが対数で表現されている場合に
適切な間隔で区分

標準偏差間隔 基準値からの標準偏差をベースに区分

等量分類
（Quantile）

各区分に該当するシンボル数（ここで
はメッシュ数）が等しくなるように区分

等間隔分類 しきい値が等間隔になるように区分

⾃然分類
（Jenks）

データの変化量が⼤きい箇所で区分

モードの種類と内容は下表の通り。分析の⽬的に照ら
して適切なモードを選択する必要がある。
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GISの活用方法の例

参考情報
レイヤ名は「レイヤプロパティ」内の「ソース」メニューから
変更可能

（9）作業が完了した状態。⾼齢者⼈⼝に応じてメッシュの⾊が塗り分けられていることが分かる

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-3．基準年の⼈⼝を算出・描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（10）メッシュの枠線を細くしたい場合は、「シンボル」のプルダウンメニューを開き、⼀番上の
「シンボルの設定」を選択する

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-3．基準年の⼈⼝を算出・描画する⽅法

（11）ポップアップウィンドウ上部の窓で「シンプル塗りつぶし」を選択し、ストローク⾊、ストローク幅を任意に
変更し、「OK」をクリックする。

※今回は「ストローク⾊」を「⿊（透明度約50%）」、
「ストローク幅」を「0.1」ミリメートルに設定した
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GISの活用方法の例

参考情報（12）作業が完了した状態。（34）に⽐べてメッシュの枠線が薄く細くなっていることが分かる。

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-3．基準年の⼈⼝を算出・描画する⽅法
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２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-4．基準年間の⼈⼝変化率を算出・描画する⽅法

参考情報QGISでは、2つの基準年間のデータの変化を計算し、描画することができる。本節では2015年から2045年
にかけての⼈⼝の変化率をメッシュ別に計算し、描画する⽅法を紹介する。

（1）レイヤパネルの中のメッシュ⼈⼝を⽰すデータ名を右クリックし、表⽰されたメニューの中から
「レイヤの複製」を選択する

（2）メッシュ⼈⼝のデータが複製された

※複製されたデータ
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２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-4．基準年間の⼈⼝変化率を算出・描画する⽅法

参考情報
「“」は必ず半⾓で⼊⼒すること。全⾓で⼊⼒した場合
はエラーが表⽰される。

【”PTN_2045”/”PTN_2015”-1】を⼊⼒した際に
エラーが表⽰される場合は、「”」を削除すると解消され
る可能性がある。

（3）コピーしたメッシュ⼈⼝データのデータ名をダブルクリックして「レイヤプロパティ」を表⽰する。
「シンボロジ」メニューの⼀番上のプルダウンメニューを開き、「連続値による定義（graduated）」を選択する

（4）「値」の右側にある「ε」ボタンをクリックし、「式ダイアログ」に
【 “PTN_2045”/“PTN_2015”-1 】と⼊⼒し、「OK」ボタンをクリックする

※ダブルクリック

※プルダウンメニューを開き、
「連続値による定義
（graduated）」を選択

※クリック

※この部分をクリックしてアクティブ化し、
【”PTN_2045”/”PTN_2015”-1】
と⼊⼒する

※式の⼊⼒が完了した後に
クリック 37



GISの活用方法の例

２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-4．基準年間の⼈⼝変化率を算出・描画する⽅法

参考情報
今回設定した分類のしきい値は下記の通り
分類①︓変化率<-25%
分類②︓-25%<変化率<-15%
分類③︓-15%<変化率<-5%
分類④︓-5%<変化率<5%
分類⑤︓5%<変化率<15%
分類⑥︓15%<変化率

（5）既定の状態での値の最⼤値と最⼩値を確認した上で、分類⽅法を決定する。
今回は2015年から2045年にかけての⼈⼝の変化率をベースに、10%刻み、計6分類を作成することとした
（詳細は右記「参考情報」を参照のこと）

（6）「モード」を「等間隔分類」に変更し、「分類数」を6に設定

（7）表⽰された分類の「値」列をダブルクリックして「分類の境界を⼊⼒」ポップアップを表⽰し、設定したいし
きい値を⼊⼒する

変更前 変更後

（8）変化の傾向が判別しやすいよう、分類の⾊を変更する。「カラーランプ」のプルダウンメニューを開くと、
任意の⾊のグラデーションを選ぶことができる

※「等間隔分類」に変更 ※「6」に変更

※「カラーランプ」右側のプルダウンで
⾊の設定を変更可能 「カラーランプ」で設定した⾊が表⽰されている部分を

クリックすると、グラデーションの変化の位置や透明度等
のより詳細な設定を⾏うことができる。

※操作が完了したら
「OK」をクリック
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２．⼈⼝データ（メッシュ別）のインポート・描画⽅法
2-4．基準年間の⼈⼝変化率を算出・描画する⽅法

参考情報（9）作業が完了した状態。⼈⼝の変化率に応じてメッシュの⾊が塗り分けられていることが分かる
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３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-1．鉄道路線・駅、バス停留所のデータをダウンロードする⽅法

参考情報

※データ形式は
「GML（JPGIS2.1）
シェープファイル」
を選択する

（1）インターネットから「国⼟数値情報ダウンロード」（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）にアクセスし、
「4.交通」の中から「鉄道（ライン）」を探し、クリックする

（2）鉄道（ライン）データは全国で⼀つのデータセットになっている。最新（ここでは令和元年）のデータを
探し、右側のダウンロードボタンをクリックする

本章では、「国⼟数値情報ダウンロード」（https://nlftp.mlit.go.jp/ksj/）から鉄道路線網や
バス停留所のデータをダウンロードする⽅法を紹介する。
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参考情報（3）PC上の任意の場所にダウンロードしたZIPファイルを保存する

（4）ダウンロードしたZipファイルを解凍しておく

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-1．鉄道路線・駅、バス停留所のデータをダウンロードする⽅法
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参考情報
※データ形式は
「GML（JPGIS2.1）
シェープファイル」
を選択する

（5）同様の⼿順で、「4.交通 」の中から「バス停留所（ポイント）」を探し、クリックする

（6）神奈川県のデータを探し、右側のダウンロードボタンをクリックする

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-1．鉄道路線・駅、バス停留所のデータをダウンロードする⽅法
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参考情報（7）PC上の任意の場所にダウンロードしたZipファイルを保存する

（8）ダウンロードしたZipファイルを解凍しておく

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-1．鉄道路線・駅、バス停留所のデータをダウンロードする⽅法
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参考情報（1）QGISを起動し、ブラウザパネルの中から鉄道路線データ（RailroadSection.shp）を
ダブルクリックする

（2）全国の鉄道路線網が描画された（⻩緑線部）

※可視性の観点からメッシュ⼈⼝は⾮表⽰に
している。レイヤパネルのチェックを⼊れる/外す
ことで表⽰/⾮表⽰を切り替えることができる

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-2．鉄道路線・駅のデータを描画する⽅法
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参考情報
市町村内のデータを切り出す操作は必ずしも必要なも
のではなく、県域データを描画した上で拡⼤表⽰すれ
ば事⾜りる場合が多い。

市町村内のデータを切り出すことなく操作を進める
場合には、「3-3．バス停留所のデータを描画する⽅
法」の⼿順（1）に進むこと。

（3）現在のままでは⾒えにくいため、秦野市の鉄道路線データのみ抽出する。メニューバーの中から
「ベクタ」>「調査ツール」>「場所による選択」の順でクリックする

（4） 「選択する地物のレイヤ」で鉄道路線データを、「⽐較対象の地物のあるレイヤ」で秦野市の⾏政区域
を選択する。また「空間的関係」で「交わる」、「重なる」、「範囲内」にチェックを⼊れる。操作が終了したら「実
⾏」ボタンをクリックする

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-2．鉄道路線・駅のデータを描画する⽅法
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参考情報（5）秦野市と重なり合う鉄道路線区間のみ選択された。（⻩⾊く⾊づけされた部分）

（6）選択した鉄道路線データを保存する。レイヤパネルに表⽰されているデータのファイル名（レイヤ名）を
右クリックし、メニューの中から「エクスポート」>「選択地物の保存」の順番でクリックする

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-2．鉄道路線・駅のデータを描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（7）データの内容が分かりやすいファイル名を記⼊し、「OK」を選択する

（8）秦野市の⾏政区域と重なる鉄道路線データのみ切り出すことに成功した（紫線部分）

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-2．鉄道路線・駅のデータを描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（9）同様の⼿順で鉄道駅の位置を描画する。ブラウザパネルの中から鉄道路線データ（Station.shp）
をダブルクリックする

（10）神奈川県の鉄道駅が描画された（橙⾊の点線部）

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-2．鉄道路線・駅のデータを描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（11）現在のままでは⾒えにくいため、秦野市の鉄道駅データのみ抽出する。メニューバーの中から
「ベクタ」>「調査ツール」>「場所による選択」の順でクリックする

（12） 「選択する地物のレイヤ」で鉄道駅データを、「⽐較対象の地物のあるレイヤ」で秦野市の⾏政区域
を選択する。また「空間的関係」で「重なる」、「範囲内」にチェックを⼊れる。操作が終了したら「実⾏」ボタンを
クリックする

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-2．鉄道路線・駅のデータを描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（13）秦野市と重なり合う鉄道駅のみ選択された。（⻩⾊く⾊づけされた部分）

（14）選択した鉄道駅データを保存する。レイヤパネルに表⽰されているデータのファイル名（レイヤ名）を
右クリックし、メニューの中から「エクスポート」>「選択地物の保存」の順番でクリックする

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-2．鉄道路線・駅のデータを描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（15）データの内容が分かりやすいファイル名を記⼊し、「OK」を選択する

（16）秦野市の⾏政区域と重なる鉄道駅データのみ切り出すことに成功した（橙線部分）

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-2．鉄道路線・駅のデータを描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（1）同様の⼿順でバス停の位置を描画する。ブラウザパネルの中からバス停留所データ（Busstop.shp）
をダブルクリックする

（2）神奈川県のバス停留所の位置が描画された（橙点部分）。ただし、⼀⽬⾒て分かるように本来ある
べき場所とは異なる位置に描画されてしまっている。次ページ以降でこの現象の解消⽅法を説明する。

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-3．バス停留所のデータを描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（3）レイヤ名をダブルクリックしてレイヤプロパティを表⽰し、「ソース」メニュー内の「座標参照系の設定」の
プルダウンメニューを開き、「EPSG:4326 - WGS 84」を選択する。

（4）ポップアップメニューが表⽰されるので「OK」をクリックし、レイヤプロパティの「OK」をクリックする。

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-3．バス停留所のデータを描画する⽅法

53



GISの活用方法の例

参考情報（5）神奈川県内のバス停留所が描画された。（⻩⾊く⾊づけされた部分）

（6）3-2.（11）〜（16）と同様の操作を⾏い、秦野市内のバス停留所のみを抽出、保存する。
（灰⾊の点がバス停留所を⽰す）

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-3．バス停留所のデータを描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（7）線が鉄道路線を⽰していることが⼀⽬で分かるよう、スタイルを変更する。レイヤプロパティを開き、
「シンボロジ」メニューから「topo railway」を選択し、「幅」を「0.4」に設定し、「OK」をクリックする。

（8）鉄道路線を⽰す記号が変更された（⿊線部分）

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-3．バス停留所のデータを描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（9）同様の⼿順で鉄道駅、バス停留所のスタイルを変更した状態が下記画像である。なお、鉄道駅は
「simple orange line」で幅を「0.8」に、バス停留所は「dot blue」で⼤きさを「0.4」に設定した

３．施設位置を⽰すポイントデータのインポート・描画⽅法
3-3．バス停留所のデータを描画する⽅法
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GISの活用方法の例

４．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
4-1．ポイントデータの座標参照系を変更する⽅法

参考情報
代表的な座標参照系として、「平⾯直⾓座標系」と
「地理座標系」の2種類が存在する。

（1）半径○○mの円を描画するにあたり、起点となる鉄道駅、バス停留所の座標系を変更する必要が
ある。レイヤ名を右クリックし、「エクスポート」>「地物の保存」をクリックする。

（2）任意のファイル名を⼊⼒し、CRSを【JGD2011/Japan Plane Rectangular CS IX】に変更し、
「OK」をクリックする

本章では、３章で描画した鉄道駅、バス停留所から半径○○mの円を描画する⽅法を⽰す。

座標参照系の種類 座標の表⽰⽅法
平⾯直⾓座標系 座標参照系の原点からの⽅⾓・

距離(m)で座標を表⽰

地理座標系 緯度・経度で座標を表⽰

今回のように特定のポイントから半径○○mの円を
描画する場合は、座標をメートル単位で表⽰している
平⾯直⾓座標系を⽤いる⽅が操作が簡便になる。

座標参照系についての詳しい説明は国⼟地理院の
下記Webサイトを参照のこと
https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/datum
-main.html#p2
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GISの活用方法の例

参考情報（3）地図上の位置が変わらないまま、座標系が変更された。

（4）（1）〜（3）の⼿順を鉄道駅に対しても実施する。

４．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
4-1．ポイントデータの座標参照系を変更する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（5）（4）で作成した鉄道駅、バス停留所のスタイルを変更した状態が下記画像である。なお、鉄道駅は
「simple orange line」で幅を「0.8」に、バス停留所は「dot blue」で⼤きさを「0.4」に設定した

４．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
4-1．ポイントデータの座標参照系を変更する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（1）本マニュアルでは鉄道駅から800m圏内、バス停から300m圏内の円を描画する。
「ベクタ」>「空間演算ツール」>「バッファ」の順に選択する。

（2）「⼊⼒レイヤ」で鉄道駅レイヤを選択し、距離を「800」、単位を「メートル」に設定し、「実⾏」を選択
する。

４．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
4-2．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法

※「バッファ」を使⽤して半径○○m圏内の
円を描画するためには、座標系が「投影座
標系（平⾯直⾓座標系）」である必要が
ある。4-1の⼿順に従い、変更すること
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GISの活用方法の例

参考情報（3）鉄道駅から半径800mの円が描画された。（⻩緑⾊部分）

（4）図形が塗りつぶされていると鉄道駅の場所が分からなくなってしまうため、枠線のみ描画する。
レイヤプロパティの「シンボロジ」メニューで、「シンプル塗りつぶし」と記載されている箇所を選択しアクティブ化する。

※この部分を選択状態（⻘⾊）にする

※出⼒した半径○○mのレイヤはこのタイミング
で必ず保存すること。レイヤ名を右クリックし、
「エクスポート」>「地物の保存」の順にクリックし、
ファイル名を⼊⼒してOKを選択する。

４．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
4-2．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（5）「シンボルレイヤタイプ」を「アウトライン:シンプルライン」に、「⾊」を「橙⾊」、「ストローク幅」を「0.2」に
設定し、「OK」をクリックする

（6）枠線のみ描画された。（橙線部分）

４．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
4-2．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
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※「シンボルレイヤタイプ」を「アウトライン︓シンプ
ルライン」にすることで、図形の枠線のみを描画
することができる



GISの活用方法の例

参考情報
「ディゾルブ」とは同じ属性値を持ち、重なり合う図形を
融合（dissolve）すること。分析結果の可視性を⾼
めるため等に有効な⽅法である。
なお、ディゾルブしない場合は下記のように表⽰される。

（7）次にバス停留所から300m圏内の円を描画する。「ベクタ」>「空間演算ツール」>「バッファ」の順に
選択する。

（8）「⼊⼒レイヤ」でバス停留所レイヤを選択し、距離を「300」、単位を「メートル」に設定する。
また、「結果をディゾルブする」のチェックボックスにチェックを⼊れ、「実⾏」を選択する。

４．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
4-2．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（9）バス停留所から半径300mの円が描画された。（⻩緑⾊部分）

（10）鉄道駅と同様の⼿順で「⾊」を「⻘⾊」、「ストローク幅」を「0.2」に設定し、「OK」をクリックする

※出⼒した半径○○mのレイヤはこのタイミング
で必ず保存すること。レイヤ名を右クリックし、
「エクスポート」>「地物の保存」の順にクリックし、
ファイル名を⼊⼒してOKを選択する。

４．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
4-2．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報（11）枠線のみ描画された。（⻘線部分）

４．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
4-2．施設から半径○○m圏内の円を描画する⽅法
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GISの活用方法の例

参考情報

５．完成例
２章で作成した⾼齢者数のメッシュデータ、3章で作成した鉄道駅、バス停留所のポイントデータ、4章で作成した鉄道駅・バス停留所から○○m
圏内を⽰す円を重ね合わせた状態。
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GISの活用方法の例

参考情報
「特別養護⽼⼈ホーム」の抽出⽅法
①国⼟数値情報から「福祉施設」のデータをダウンロー
ド
②QGISのメニューバーから「式による地物選択」を
選択
③国⼟数値情報の属性情報を参考に、属性名と
コードリスト中の重ね合わせたい施設のコードを確認し、
検索ウィンドウ左のボックスに
「”P14_006”=105」と⼊⼒
※P14_006は属性名
※105は特別養護⽼⼈ホームのコード
④検索ウィンドウ右下「地物の選択」ボタンをクリック

※左記図の施設位置は実際の位置ではなく、あくまで
参考までに配置した架空の位置

６．参考例
２章で作成した⾼齢者数のメッシュデータに国⼟数値情報から取得した「特別養護⽼⼈ホーム」の位置を重ね合わせた状態。
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